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１【提出理由】 

 2023年６月 27日開催の当社第 21期定時株主総会において、決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第 24

条の５第４項および企業内容等の開示に関する内閣府令第 19条第２項第９号の２の規定に基づき、本臨時報告書を提

出するものであります。 

 

２【報告内容】 

 （１）当該株主総会が開催された年月日 

    2023年６月 27日  

 

 （２）当該決議事項の内容 

    第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）11名選任の件 

          取締役（監査等委員である取締役を除く。）として、畑中伸介、須崎裕明、表 利行、瓜生善郎、

東風谷誠一、振吉高広、畑中秀太、水野昭人、青木芳久、那須雄次、八尾紀子の 11 名を選任する

ものであります。 

第２号議案 監査等委員である取締役３名選任の件 

      監査等委員である取締役として、石井秀雄、平光 聡、坂本倫子の３名を選任するものでありま

す。 

第３号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件 

      補欠の監査等委員である取締役として、岡田修一を選任するものであります。 

     

（３）当該決議事項に対する賛成、反対および棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための

要件ならびに当該決議の結果 

決議事項 賛成（個） 反対（個） 棄権（個） 可決要件 
決議の結果 

（賛成の割合） 

第１号議案    （注）１  

 畑中 伸介 143,482 4,315 7  可決（ 97.1％） 

 須崎 裕明 145,404 2,393 7  可決（ 98.4％） 

 表  利行 

瓜生 善郎 

東風谷 誠一 

145,615 

145,636 

147,034 

2,189 

2,168 

770 

― 

― 

― 

 可決（ 98.5％） 

可決（ 98.5％） 

可決（ 99.5％） 

振吉 高広 

畑中 秀太 

水野 昭人 

145,642 

145,619 

145,234 

2,162 

2,185 

2,570 

― 

― 

― 

 可決（ 98.5％） 

可決（ 98.5％） 

可決（ 98.3％） 

 青木 芳久 146,102 1,702 ―  可決（ 98.9％） 

那須 雄次 146,112 1,692 ―  可決（ 98.9％） 

八尾 紀子 144,657 3,145 ―  可決（ 97.9％） 

第２号議案 

 石井 秀雄 

 平光  聡 

坂本 倫子 

 

136,606 

145,953 

145,752 

 

11,195 

1,851 

2,051 

 

― 

― 

― 

（注）２  

可決（ 92.4％） 

可決（ 98.8％） 

可決（ 98.6％） 

第３号議案 

 岡田 修一 

 

147,688 

 

116 

 

― 

（注）３  

可決（ 99.9％） 



（注）１．可決要件は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席および出席

した当該株主の議決権の過半数の賛成が必要であります。 

２．可決要件は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席および出席

した当該株主の議決権の過半数の賛成が必要であります。 

３．可決要件は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席および出席

した当該株主の議決権の過半数の賛成が必要であります。 

    

（４）議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由 

    本総会前日までの事前行使分および当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できた議決権の集計

により、各議案の可決要件を満たし、会社法上適法に決議が成立したため、本総会当日出席の株主のうち、賛成、

反対および棄権の確認ができていない一部の議決権の数は加算しておりません。 

  

以上  


